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宮
崎
県
協
会
長
を
囲
ん
で
、
語
る
ノ
聞
く
′

平
成
十
二
年
度
事
業
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
宮
崎
会
長
を

囲
ん
で
県
内
四
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
出
席
い
た
だ
き
大
い
に
語

っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
場
で
出
さ
れ
た
意
見

ｏ
要
望
は

県
協
会
と
し
て
評
議
委
員
会
や
理
事
会
の
議
決
を
経
て
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

~邑
薦ピi蘇高「 1

〔広
報

〕
先
ず
対
談
を
お
願

い
す

る
に
あ
た
り
幾

つ
か

の

テ
ー

マ
を
用
意
さ
せ

て
頂
き

ま
し
た

の
で
テ
ー

マ
に
沿

っ

て
お
話

い
た
だ
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

一
、
新

年

度

「
宮

崎

会

長

の
抱

負

に

つ
い

て
」

会
長
　
グ

ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル

フ
の
愛
好
者

は
年

々
増
え

て
お
り
ま
す
。
本
年

一
月
現
在

で
全
国

一
〇
万
人

の
大
台
を
超
え
ま
し
た
。
な
お
都
道
府
県
別
で
は
、

愛
知
県

一
〇
，〇
八
六
人
、
熊
本
県
　
九
，五
九
〇
人
、

石
川
県
　
エハ
，五
七
三
人
、
鳥
取
県
　
五
，六
五
二
人
、

埼
玉
県
　
五
，五

二
七
人
と
な

っ
て
お
り
、
本
県
は

全
国

で
五
番
日

に
登
録
会
員

の
多

い
県
と
な

っ
て

お
り
ま
す
。

本
県
は
全
国
協
会
登
録
十

二
年
目

に
な
り
ま
す

が
登
録

に
あ
た

っ
て
の
考
え
方
が

三
分
さ
れ

て
い

る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
　
一
つ
は
登
録

に
あ
た

っ

て
年
齢
的
区
分

（市
町
村

・
県

・
全
国
）
を
し
て
い

る
傾
向
と
グ

ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル

フ
の
楽
し
さ
を
年
齢

に
関
係
な
く
意
欲
的

に
広
め

て
行
き
た

い
と
す

る

考
え
方
と
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、
年
齢
も
増
し
、
健

康
も
保
証
さ
れ
て
い
な

い
訳
で
す
か
ら
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
る
と
会
員
は
減

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

一

国
「
耐
―――
同
日
日
目
閣
回

是
非
指
導
的
立
場
の
方

々
の
力
を
借
り
て
県
内
会
員

一
〇
，○
○
○
人
を
目
指
し
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。

〔広
報
〕
会
長
よ
り
会
員
登
録

の
増
強
を
図
り
た
い
と

い
う
新
年
度

の
抱
負
を
語

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が

皆
さ
ん
方
か
ら
各
地
域

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ

い
。

藤
野
　
わ
が
浦
和
市
の
連
盟
は
十

一

ら
十
二
年
度
一
一六
〇
人
に

一一＝
一

増
え
る
見
込
み
で
あ
り
ま
一一■
一

す
。
県

・
全
国
登
録

に

つ

い
て
は
加
入
者

の
諸
事
情

（男
女

。
年
齢
等
）
が
あ
り

難
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
努

力

し

て

い
る
と

こ
ろ

で

す
。

大
澤
　
市
内

に
六
四
支
部

一

一
七
〇
人

の
愛
好
者
が

い

ま
す
、
こ
の
中
、
県

・全
国

へ
の
登
録
は
二
〇

一
人

の

市
認
定
指
導
者
と
な

っ
て

お
り
ま
す
。

な
お
市
認
定
指
導
者
は

毎
年
五
〇
人
ほ
ど
育
成
し

て
い
ま
す
。

年
度

一
九
四
人
か

′

崎

松

野

畑

澤

島

田
　
比
企
郡

で
の
会
員
登
録

は
小
川
町
が
多
く
吉

見
町
上
細
谷
地
区

で
数
人

い
る
と
聞

い
て
い
る
。

他

の
郡

や
地
域
か
ら
す

る
と
極
め

て
少
な

い
人

数
と
な

っ
て
い
ま
す
。

田
畑
　
県
登
録

に

つ
い
て
何
ら
異
論

は
な

い
の
で
す

が
全
国
登
録
と
な

る
と

一
片

の
広
報
紙

の
み
と

い

う
感
覚

で
捉
え
て
い
る
人
が
多

い
の
で
困
り
ま
す
。

会
長
　
県

・
全
国
登
録

へ
の
メ
リ

ッ
ト
を
よ
く
聞
か
れ

る
の
で
す
が
、
私

は

一
つ
に
は
、
広
く
仲
間
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
、
が
上
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
話
は

横
道

に
そ
れ
ま
す
が
今
各
種
健
康
保
険
組
合
が
皆

赤
字

に
悩

ん

で
い
ま
す
が
健
康
づ
く
り

の
進

ん
で

い
る
地
域

で
は
そ
の
赤
字
が
少
な
い
と

い
う
。

田
中

　
日
本
協
会

で
は
会
員
増
強

の
た
め

「
一
声
運

動
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
身
近
な
仲
間

を
会
員

に
誘

い
全
国
的

に
仲
間
づ
く
り
を
進
め

て

行

こ
う
と
い
う
考
え
方

で
あ
り
ま
す
。

会
長
　
県

・
全
国
登
録
を
証
明
す
る
も
の
が
必
要

に
思

う
。
以
前

に
発
行
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
費
用

対
効
果
の
面
も
あ
る
の
で
検
討
し
た
ら
ど
う
か
…
。

〔広
報
〕
県

・
全
国
を
問
わ
ず
よ
り
多
く
の

「グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル

フ
の
仲
間
づ
く
り
、
参
加
意
欲

の
向
上
」

を
図

る
た
め

に
は
会
員
共
通

の
理
解
が
頂

け
る
よ

う

に
指
導
者

の

一
層

の
努
力
を
期
待
し
た

い
も

の

で
す
′。
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二
、
地
域

で
の
グ

ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル

フ
の
普

及
実
態

と

そ

の
効
果

島
田
　
最
初
の
取
組
み
は
体
育
指
導
員
よ
り
の
要
請
を
受
け
市
の

大
会
に
参
加
を
し
ま
し
た
。
町
で
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
人
口
の
減

少
を
よ
そ
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
人
口
は
急
激
に
増
え
て
お

り
、
現
在
四
支
部
で
県
登
録

一
〇
五
人
ま
で
に
成
長
し
ま
し

た
。
比
企
郡
の
大
会
で
は
小
川
町
が
何
時
も
常
勝
す
る
結
果
で

す
が
、
他
に
町
独
自
で
春
夏
秋
の
大
会
、
社
協
、
町
会
、
年
金
友

の
会
、
世
代
間
交
流
大
会
等
を
開
催
し
会
員
増
強
に
努
力
し
て

い
ま
す
。

-21世 紀に向かつて GOノ
ー県協会員 10,000名を目指してスタート

藤
野
　
わ
が
連
盟
で
は
女
性
が
圧
倒
的
に
多
い
。
従

っ
て
仲
間

を
誘
う
点
は
大
変
う
ま
く
い
っ
て
い
る
。

大
澤
　
先
般
、
埼
玉
新
聞
主
催
で
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
の
座

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
席
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
良
さ
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
い
た
し
ま
し
た
。

会
長
　
全
国
の
体
協
で

一
種
目

一
〇
〇
，○
○
○
人
を
超
す
ス

ポ
ー
ツ
は
他
に
例
が
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
と
し
て
大
い
に
自
慢
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
…

二
、
県
協
会
行
事

に

つ
い
て
の
要
望

・
意
見
…

大
澤
　
県
協
会
と
し
て
プ

ロ
ッ
ク
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
登

録
会
員
の
増
強
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…

会
長
　
そ
の
よ
う
な
意
見
を
取
り
入
れ
て
誰
も
が
参
加
で
き
る

「グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ま

つ
り
」
を
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
北
川
辺
で

一
，○
〇
二
人
の
参
加
を
数
え
て
い
ま

す
。
更
に
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
の
盛
ん
な
地
区
と
し
て
埼
葛

。
北
埼

地
域
が
上
げ
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

島
田
　
県
大
会
に
参
加
で
き
る
人
数
が
限
ら
れ
て
い
る

（小
川
町

の
場
合
は
二
～
三
人
）
。
大
会
の
回
数
を
増
や
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
う
。

会
長
　
従
来
、
県
大
会
の
規
模
を
三
八
四
人
か
ら
四
四
八
人
と
増

や
し
て
い
る
。
会
場
等
の
都
合
で

一
概
に
い
か
な
い
面
も
あ

り
ま
す
。

小
松
　
県
大
会
運
営
に
つ
い
て
気
づ
い
た
点
を
幾

つ
か
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
セ
レ
モ
ニ
ー
の
際
、
参
加
者
の
私
語
が
多
い
点
で
あ
り

ま
す
。
主
催
者

。
来
賓
の
挨
拶
が
よ
く
聞
こ
え
な
い
ば
か
り

か
、
大
切
な
ル
ー
ル
説
明
も
聞
こ
う
と
し
な
い
。
ま
た
、
休
憩

時
間
を
挟
ん
だ
後
の
プ
レ
ー
で
、
成
績
が
悪
か

っ
た
関
係
か
、

或
は
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
だ
の
か
、
プ
レ
ー
を
放
棄
し
た
か
の

よ
う
な
言
動
は
非
常
に
心
が
痛
み
ま
す
。

マ
ナ
ー
は
じ

っ
か

り
守

っ
て
大
会
に
の
ぞ
む
よ
う
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

大
澤
　
マ
ナ
ー
は
本
人
の
自
覚
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
指
導
者

（リ
ー
ダ
ー
）
が
注
意
を
す
べ
き
で
あ
り
、
参
加
市
町
村
の
名

誉
の
た
め
に
も
姿
勢
を
正
す
べ
き
で
す
。

島
田
　
参
加
賞

１
フ
ッ
キ
ー
賞
を
後
回
し
に
す
る
こ
と
に
よ
り
最

後
ま
で
参
加
者
が
残
る
よ
う
な
工
夫
も

一
つ
の
方
法
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

薫
風
さ
わ
や
か

渡
良
瀬
の
里
″

可
二
〇
〇
名
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
祭
リ

（五
月
五
日
）
盛
大
裡
に
終
わ
る

（詳
細
は
次
号
に
）

〔広
報
〕
プ
レ
ー
が
終
了
し
て
も
後
片
づ
け
を
す
る
人
が
い
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
て
、
途
中
退
場
は
マ
ナ
ー
の
問
題
と
し
て

注
意
を
喚
起
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

田
畑
　
学
校
関
係
で
は
親
の
し

つ
け
の
悪
さ
か
ら
問
題
が
生
じ

だ
て
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
大
人
が
集
団
で
や
ら
れ
る
と

始
末
が
悪
い
面
が
あ
り
ま
す
ね
。

藤
野
　
学
校
で
生
徒
が
授
業
中
に
携
帯
電
話
を
か
け
た
、
す
る
と

団  体  名 会 長 名 人数
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平 成 ■ 2年 度 事 業 計 画

4月  1日 ～4月 30日

4月  1日 ～5月 31日

平成 12年度内実施

県グラウンド・ゴルフ祭り

5月 13日 (上 )14日 1級普及指導員(マスター) 1岸 記念体育館

県レクリエーション大会

県協会理事会 久喜市中央公民

6月 25日  (B)

予備17月 2[](日 )

7月 22日 (土 )～ 23日 (日

上級指導者認定試験及び

上級指導者交歓大会

第 13回全国

グラウントゴルフ交歓大

第 11回 県秋季大会

(青木一二杯 〉

平成13年

新春交歓大会1月 20日 (土 )～ 21日 〈日

県協会理事会2月 18日  (日 )

平成 12年度総会 '表彰

・・，ゴ，日，ビ・コ，・・・・ゴリ，ぜりり，リヨ・・・，コ・・。日葺晨晨。最重最日ｉｎ・晟日・・・̈甘，口ｉｎｉヨ量。日。日蔵ｎｉ＝β§＝ｎ３・・。３●，０＝０曲　　蔽“ヽ々
計喘型「嗜４爆摯いい４”聾響ゆ一二ｒ」識韓掃すボ「磐蒙哺町可】一一

，　

　

　

　

▲

「

「

□

Ｊ

コ

＝

ゴ

到

「

Ｊ

「

「

ヨ

Щ

＝

割

「

「

コ

ヨ

・^
―

一
‐

引

「

「

「

劃

・

コ

∃

ヽ

プ

子
ｌ

〔広
報
〕
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
に
つ
い
て
は
現

在
県
内
で
北
川
辺
町

。
本
庄
市

・
幸
手
市

。
川
里
村
と
承
知
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
市
町
村
よ
り
の
報
告
を
頂
き
、
こ
れ

ら
施
設
の
共
用
を
大
い
に
広
め
て
い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
。

会
長
　
加
須
市
の
場
合
、
年
会
費

一
，二
〇
〇
円
、
こ
の
内
、
県

・

全
国

へ
一
，○
○
○
円
、
残
り
二
〇
〇
円
が
市
の
財
源
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。
但
し
市
体
協
か
ら
補
助
金

一
〇
六
，○
○
○
円
、

そ
の
他
大
会
参
加
費
三
〇
〇
円
を
そ
の
都
度
徴
収
し
て
運
営

し
て
お
り
ま
す
。

〔広
報
〕
草
加
市
の
場
合
、
年
会
費

一
，五
〇
〇
円
、
従

っ
て
市
の

財
源
は
五
〇
〇
円
で
す
。
し
か
し
大
会
の
都
度
参
加
者
か
ら

三
〇
〇
円
徴
収
し
、
二
〇
〇
円
前
後
の
参
加
賞
を
出
し
て
お
り

ま
す
。
豪
華
商
品
よ
り
広
く
薄
く
し
て
多
勢
の
参
加
者
に
行

き
渡
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

【後
記
】
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て

．

座
談
会
に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

一

持

つ
共
通
の
目
標
に
対
す
る
見
方

・
考

一

え
方
を
伺
い
ま
し
た
が
、
少
な
か
ら
ず

一

相
違
が
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
　
　

一　
・ヽ
、

ご
出
席
の
方
々
は
県
下
、
東
西
南
北

の
プ

ロ
ッ
ク
よ
リ
ラ
ン
ダ
ム
に
選
ば
せ

一　
ヽヽ

て
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。
　
　
　
　
　
一　
自
Ｆ

′
‐

今
後
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
実
態
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
県
協
会
運

営
に
あ
た

っ
て
は
考
慮
し
て
頂
く
こ
と

を
切
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

（Ｈ
‐２

・
４

・２３
　
於

加
須
市
体
育
館
）

県協会 平成 11年度総会開催 される。
去る、3月 19日 (日)於 大宮市民会館、平成 11年度総会が
県内登録団体会長 (評議委員)出席のもとに開催されました。
総て原案通り可決されましたので、以下概要掲載いたします。
三燿重要F警に言十雇団 平 成 ■ ■年 度 決 算 報 告

内   容   1会
平成12年度 登録受付

平成12年度 登録受付

補助事業・親子CC大会

会報発行

第12回県夏季大会兼 テ田市総合   |:餞 県
`会

|

全国ス・FNレ ク祭選考会 |

2級普及指導員(ゴ ールド

第 8回 FjG東 大会 茨城県水戸市 1主催‖本艦

5月 5日 (金 )

～6日 (土 )8～ 9

5月 28日  (日 )

17月 29日 (土 )
|

～ 19日 (土 )

|   ～ 30B(日 )

疇 lsB輸 )

|    |  |
1長本県阿蘇郡 ‰ 司
高森町  |    |

― ― 」

久喜市中央公民飼    |
石,1県高松市

 |」
lL¬

面姉  |¬i目
安比奈観水窒翌[____」

大宮市市民会館

9月 8日 (金 )
| 9 ～ 10日 (日 )

19月 24日 (日 )

19月 30日 (土 )
|

110月 298(日 )

予備11月 5日 (日 )～ 6・ 7

ll月 3日 (金 )

～ 6日 (月 )

第 13回健康福祉祭

年リンビック大阪大

収入合計5, 746. 087円 一文出合計4, 281. 616円 =1, 464, 4 7 1Pl次 年度へ繰り越し

平成12年 1月 17日 監査の結果、報簿年邁正且つ正確であることを認めます。 会計監1`  森 口 浅

曲 金 0

登 録 金 4, 300, 000 4, 367. 000 67. 000 印OHxR 7■ 1,41静‖

補 助 金 147. 000 135, 000 A 12, 000 県レタ協より

雑 収 入 300, 000 438. 906 138, 906 翻 '41・ 1囃
合   計 5. 552 5, 746. 087 193, 906

… …

―

―
―

l

ー
通 信 費 150, 000 ▲ 各種通知電話

印 刷 費 300, 000 192, 640 ▲ 107. 360 大会。事業印刷

消翻 A ,バン・ネ‐ムブレー}・ 掟tlt

事ml■ ▲   60. 150 尋嘔1ロニ尋̀}ナ■
事務局管理費 70. 000 0 事務mAl料

… …

―

¨

…会 場 員 ▲ 39, 020 各饉事ア  場料
各種事熟ホポ手等会 議 費 ▲ 145, 657

旅  費 ▲    2. 990 韻'諄t閣

鵬 臨 脚 ¨ 疇

…

嘲

―

―

ロ

朧
,嚇表 彰 ■ 200, 000 ▲   57. 157

派 遣 費 980, 000 ▲  269, 711 照・榊・脚

什■備品 400. 000 A   41. 846 絵・鼎
事熟開催費 1. 150, 000 950, 000 ▲  200. 000 各種事業開IE

会報発刊費 300, 000 155. 453 ▲  144, 547 協会鉢獅テ

交 際 費 67, 738 ▲ プロ,,1'lL餞

慶 弔 費 30, 000 0 ▲

負い ¨ 榊 硼 靱 帥

― ―

轟

日本協会 20, 000 20, 000 0 県団体会長

県レク協 40. 000 40, 000 0 団体加入

祐負担金 150, 000 15p. 000 級子大会

臨 岬

―
凛■8鵬 蜘 。珈 n :… 脚

…

範

予 備 費 472, ▲   72 18 スポレク祭

合   :ヤ 5. 552, 181 4, 616 ▲ 1



人
生
あ
れ
こ
れ

―
―
生
き
が
い
は
自
ら
の
手
で
―
―
―

岩
槻
市

田
　
畑
　
正
　
昭

私
達
の
人
生
は
、
ま
さ
に

「人
間
万
事
塞
翁

が
馬
」
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「過
去
を
追
わ

ず
、
未
来
を
憂
え
ず
」
の
た
と
え
の
如
く
、
力

強
く
生
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
や
日
本
も
世
界
的
な
長
寿
国
と
な

っ
た
現

在
、
「人
生
五
十
、
七
十
古
希
稀
な
り
」
と
い
っ

た

「老
い
の
概
念
」
も
変
わ
り

「人
生
八
十
、
百

古
希
稀
な
り
」
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
時

代
を
迎
え
ま
し
た

そ
こ
で
、
人
生
八
十
年
の
生
活
設
計
に
夢
と

希
望
を
持
ち
、
「健
康
作
り
」
の
た
め
の
高
齢
者

に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
選
択
こ
そ
、
私
達

の
大
き
な
課
題
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
ん
な
中
で
生
ま
れ
た
の
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
で
あ
り
、
そ
の
特
性
が
、
弱
者
尊
重
。自
己

重
視
と
い
う
自
律
度
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

り
、
意
外
性
に
富
み
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
楽

し
む
事
の
で
き
る
高
齢
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
マ
ッ
チ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
は
他
に
類
を
見
ま
せ

ん
。し
か
も
第
二
の
人
生
を
模
索
し
た
人
々
が
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
、
多
く
の
友
と
語

り
、
笑
い
興
じ
な
が
ら
親
交
の
和
を
広
げ
る
事

の
で
き
る
す
ば
ら
し
さ
は

「
一
杯
の
飲
み
た
る

水
の
味
わ
い
を
問
う
人
あ
ら
ば
何
と
答
え
ん
一

こ
の
感
動
を
体
得
し
新
た
な
希
望
を
見
出
す
事

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

ヽ

新
年
度

一
一
八
三
名
が
会
員
登
録

川
越
市
Ｇ
Ｇ
協
会

川
越
市
は
、
昭
和
六
十
年
よ
り
体
育
指
導
員

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

目
的
に
普
及
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
六
年
に
川
越
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛

好
会

（加
盟
三
四
団
体
、
会
員
数
四
三
二
名
）

が
発
足
。
加
盟
団
体
も
市
内
全
域
に
広
が
り
、

会
員
数
も
増
加
し
た
た
め
、
平
成
十
年
に
愛
好

会
か
ら
協
会
へ
と
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
の
登
録
状
況
は
、
加
盟
団
体
が

六
八
団
体
、
会
員
数
は

一
一
八
三
名
に
達
し
、

年
々
普
及
の

一
途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
協
会
大
会
が
開
催
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
川
越
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
及
び
川
越
市

民
グ
ラ
ン
ド
の
二
か
所
で
し
た
が
、
他
競
技
と

の
関
係
で
会
員
の
要
望
を
満
た
せ
な
い
状
況
で

し
た
。
し
か
し
市
関
係
当
局
の
ご
好
意
に
よ
り
、
広

大
な
安
比
奈
親
水
公
園
を
解
放
し
て
い
た
だ

き
、
今
年
二
月
に
は
上
江
橋
緑
地
の
造
成
が
完

了
し
て
、
芝
の
養
成
期
間
を
待

っ
て
使
用
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
会
口貝
が

一
堂
に
会
し
た
大
会
が
開
催

で
き
、
憩
い
の
場
。健
康
づ
く
り
の
場
。交
流
の

場
と
し
て
多
く
の
愛
好
者
が
利
用
で
き
る
事
に

よ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
普
及
発
展
が
ま

す
ま
す
図
ら
れ
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

浦
和
市
Ｇ
Ｇ
連
盟
紹
介

霧

量

岡

本

源

作

当
連
盟
は
創
立
以
来
未
だ
歳
月
浅
く
規
模

・

構
成
組
織
も
県
下
の
他
市
町
村
と
比
較
し
て
甚

だ
小
さ
な
団
体
で
す
。

習鍔理が躍ル妊興崚は、鞣外一̈
理鈍４Ｍ

一

は
余
り
に
も
遠
く
交
通
の
便
が
悪
い
等
々
。

然
し
、
近
年
市
当
局
も
連
盟
の
運
営
に
積
極

的
に
各
方
面
で
協
力
支
援
し
て
下
さ
り
、
又
市

民
の
間
に
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
理
解
が
深
ま

り
、
十

一
年
度
末
の
初
心
者
講
習
会
に
は
、
六

十
歳
未
満
の
若
年
層
の
方
々
が
多
数
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。

之
等
若
年
層
の
方
々
は
、
未
だ
現
役

（職
業
）

の
た
め
休
日
利
用
で
き
る
練
習
用
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
欲
し
い
。
と
こ
ろ
が
休
日
は
、
学
生
、
諸
団

体
、
諸
ク
ラ
ブ
と
の
競
合
の
た
め
先
ず
望
み
が

な
い
。
せ
め
て
大
会
当
日
が
休
日
に
開
催
出
来

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

浦
和
市
Ｇ
Ｇ
連
盟
会
員
推
移
状
況

◎
創
立
　
平
成
７
年
７
月
　
会
員
数
二
六
〇
名

平
成
８
年
４
月
　
会
員
数
二
五
六
名

◎
埼
玉
県
。
日
本
Ｇ
Ｇ
協
会
加
入
登
録

平
成
９
年
４
月
　
会
員
数

一
五
二
名

平
成
１０
年
４
月
　
会
員
数

一
九
二
名

平
成
１１
年
４
月
　
会
員
数

一
九
四
名

平
成
１２
年
４
月
　
会
員
数
二
六
〇
名

平
成
１２
年
度連
盟
会
長

　

藤
　
野

副

会

長

　

一二

好

副

会

長

　

堀

副

会

長

　

清

宮

親
睦
を
第

一
に

―
―
工
夫
の
あ
れ
こ
れ

小
諄

島

田

重

郎

奇
声
と
も
つ
か
ず
、
悲
鳴
で
も
あ
る
よ
う
な

喚
声
に
振
り
向
く
と
、
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
の
リ
ン

グ
を
枕
に
し
た
よ
う
に
止
ま

っ
た
ボ
ー
ル
に
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
取
り
逃
し
た
残
念
さ
の

「わ
め
き
」
で
あ
る
。

技
術
を
別
に
お
き
、
童
心
に
帰

っ
て
楽
し
む

余
暇
の
善
用
は
正
に
健
康
へ
の
良
薬
で
あ
る
。

小
川
町
協
会
は
、
旧
村
に
よ
る
四
支
部
編
成

で
通
常
は
支
部
単
位
で
、
月
例
の
練
習
会
に
加

え
、
支
部
大
会
を
実
施
し
て
い
る
。

四
支
部
合
同
の
大
会
は
、
選
・
けと
し
て
従

来
の
年
二
回
を
、
十
二
年
度
か
ら
は
三
回
の
実

施
と
な
り
定
期
大
会
は
、
通
算
で
二
十
二
回
を

重
ね
る
こ
と
に
な

っ
た
。
親
睦
の
機
会
が
ま
た

巾
広
く
、
技
術
の
向
上
と
、
今
度
こ
そ
へ
の
夢

が
、
熱
中
を
か
り
た
て
て
い
る
。

ホ
ー
ル
設
定
に
工
夫
を
凝
ら
す
の
も
面
白

い
。
障
害
物
が
幸
い
し
て
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

と
な
る
の
は
皮
肉
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
喜

び
と
話
題
が
は
ず
む
。
商
品
も
従
来
は
上
位
者

に
偏

っ
た
が
、
昨
今
は
参
加
者
に
重
点
を
お
い

た
の
が
、
こ
れ
ま
た
好
評
と
な
る
。

県
認
定
の
指
導
者
は
新
会
員
へ
の
指
導
が
行

き
届
き
不
安
を
解
消
し
て
楽
し
さ
を
満
面
に
表

し
て
お
り
ま
す
。
又
、
役
員
は
相
互
の
反
省
を

大
切
に
し
て
お
り

「用
事
が
重
な

っ
て
も
二
つ

に

一
つ
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
決
め
た
」
と
そ

の
笑
顔
が
嬉
し
い
。

一認
識
と
し
て
ブ
レ
ー
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ

一に
□
―
カ
ル
ル
ー
ル

（特
別
ル
ー
ル
）
や
マ
ナ
ー

天
常
識
）
に
地
域
差
や
個
人
差
が
あ
り
兎
角
の
論

一議
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

嗣
ｄ
訂
馴
叫
調
＋．‐胴
朝
詞
訓
一

貞 悦

三健郎涅
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